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❶
一
休
ケ
丘
市
道
長
尾
谷

大
欠
線
の
歩
行
者
安
全
対
策

と
し
て
安
全
に
歩
行
で
き
る

よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

を
な
く
し
て
歩
道
拡
幅
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

建
設
部
長　

山
手
幹
線
開

通
後
の
交
通
量
調
査
で
は
交

通
量
が
４
分
の
１
程
度
ま
で

激
減
し
た
。
こ
の
道
路
は
生

活
道
路
の
位
置
づ
け
が
非
常

に
高
く
な
り
、
減
速
対
策
と

し
て
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
な

く
す
な
ど
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
警
察
、
公
安
委
員
会

と
協
議
し
た
い
。
歩
道
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

❷
手
原
川
堤
防
の
歩
道
橋

設
置
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

　

建
設
部
長　

歩
行
者
専
用

橋
の
設
置
の
必
要
性
を
含
め
、

歩
行
者
分
離
も
視
野
に
入
れ

た
道
路
拡
幅
等
総
合
的
検
討

を
今
年
度
実
施
し
た
い
。

　

❸
三
山
木
越
前
38
番
地
の

駐
車
場
が
無
償
で
南
山
自
治

会
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

市
が
無
償
貸
与
し
た
土
地
で
、

自
治
会
が
使
用
料
収
益
を
得

る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
是

正
す
べ
き
。

　

市
民
部
長　

特
に
問
題
は

な
い
。

　

総
務
部
長　

原
則
か
ら
言

う
と
普
通
財
産
の
無
償
貸
し

付
け
に
つ
い
て
は
か
な
り
の

制
限
が
出
る
と
認
識
す
る
。

　

市
長　

自
治
会
が
儲
け
ら

れ
る
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て

は
や
は
り
問
題
が
あ
ろ
う
か

と
思
う
。

　

❹
一
休
寺
景
観
の
保
存
区

域
の
決
定
、植
生
調
査
結
果
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　

建
設
部
長　

樹
木
調
査
は

３
日
間
実
施
し
た
。
保
存
区

域
の
決
定
に
は
12
か
ら
13
の

方
法
が
あ
る
が
、
土
地
利
用

に
つ
い
て
制
限
さ
れ
る
た

め
、
今
後
、
土
地
所
有
者

（
11
〜
12
名
）
の
意
向
を
聞

い
て
進
め
た
い
。

　

❺
淀
川
水
系
４
ダ
ム
（
大

戸
川
・
丹
生
・
天
ヶ
瀬
・
川

上
ダ
ム
）
建
設
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
意
見
を
上
げ
る
の

か
。

　

建
設
部
長　

ダ
ム
建
設
に

つ
い
て
は
、
治
水
、
防
災
の

観
点
か
ら
効
果
が
あ
る
。
府

知
事
に
対
し
て
は
、
堤
防
の

補
強
、
内
水
排
除
対
策
及
び

河
川
敷
の
利
用
に
つ
い
て
、

要
望
を
回
答
し
た
い
。

　

❶
田
辺
・
草
内
留
守
家
庭

児
童
会
施
設
移
転
計
画
の
現

状
を
問
う
。

　

教
育
部
長　

い
ず
れ
の
施

設
も
、
学
校
敷
地
内
へ
の
移

転
設
置
に
向
け
検
討
中
。
解

決
す
べ
き
課
題
は
あ
る
が
、

平
成
21
年
３
月
末
完
成
を
目

指
し
、計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

❷
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
、

防
犯
体
制
の
確
立
に
不
可
欠

な
、
住
民
に
よ
る
実
働
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
綴
喜
防
犯

推
進
連
絡
協
議
会
」が
あ
る
。

し
か
し
、
活
動
さ
れ
て
い
る

各
委
員
さ
ん
の
存
在
が
非
常

に
わ
か
り
に
く
い
現
状
。
今

後
、
区
・
自
治
会
に
働
き
か

け
、
地
域
で
の
地
位
の
確
立

も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
本
市

の
「
防
犯
推
進
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
模
倣
犯
も

含
め
た
各
種
犯
罪
防
止
の
た

め
、
更
な
る
支
援
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
取
組
状
況
と

今
後
の
本
市
の
方
針
を
問
う
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

「
綴
喜
防
犯
推
進
連
絡
協
議

会
」
は
府
の
関
係
組
織
で
あ

る
が
、本
市
と
し
て
も
助
成
。

今
後
、
地
域
住
民
に
更
に
参

画
い
た
だ
き
、
各
地
域
に
、

委
員
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や

せ
る
よ
う
、
各
自
治
体
へ
広

報
紙
等
を
通
じ
て
、
地
域
住

民
に
同
協
議
会
の
存
在
を
認

識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広

報
啓
発
活
動
に
努
め
、
警
察

と
も
連
携
し
て
、
支
援
し
て

い
き
た
い
。

　

❸
市
長
公
約
の
職
員
に
対

す
る
「
意
識
改
革
」
の
実
践

事
項
㋐
職
場
朝
礼
の
実
施
。

㋑
来
庁
者
へ
の
窓
口
案
内
。

㋒
民
間
企
業
へ
の
派
遣
研
修

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成

果
と
今
後
の
取
組
方
策
は
。

　

総
務
部
長　

㋐
職
場
朝
礼

に
つ
い
て
は
、
本
庁
内
で
は

す
べ
て
の
課
で
、
ま
た
、
出

先
機
関
で
も
ほ
ぼ
浸
透
し
、

重
要
性
を
認
識
、
効
果
が
出

て
い
る
。
㋑
窓
口
案
内
は
、

職
員
の
接
遇
の
実
地
研
修
と

し
て
実
施
し
た
が
、
今
後
時

期
を
考
慮
し
、
再
度
実
施
し

た
い
。
㋒
民
間
企
業
へ
の
研

修
結
果
を
ど
う
職
場
に
反
映

さ
せ
、
ど
う
共
有
す
る
か
は

重
要
。
キ
ラ
ラ
ア
ッ
プ
通
信

で
、全
職
員
に
通
知
す
る
等
、

さ
ら
に
伝
達
研
修
の
実
施
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

ス
テ
ム
の
認
証
取
得
は
。

　

教
育
部
長　

学
校
の
エ
コ

対
策
に
つ
い
て
は
十
分
認
識

す
る
が
、
工
期
的
、
財
政
的

課
題
で
事
業
化
は
困
難
で
あ

る
。
環
境
教
育
の
面
で
は
実

施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め

た
い
。
認
証
に
つ
い
て
は
、

今
し
ば
ら
く
検
討
し
た
い
。

　

❸
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
へ
の
助
成
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
認

識
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
公
費
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。

　

❹
前
立
腺
が
ん
検
診
を
市

の
検
診
事
業
に
追
加
、
助
成

を
す
る
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
評
価

に
よ
り
実
施
は
厳
し
い
。
今

後
の
国
の
動
向
を
見
守
り
た

い
。

　

❺
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移

行
に
つ
い
て
㋐
経
済
的
弱
者

へ
の
助
成
の
考
え
は
。
㋑
公

共
施
設
へ
の
移
行
計
画
と
デ

　

❶
市
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
市
図
書
館
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検
索

と
貸
出
し
予
約
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
。

　

教
育
部
長　

平
成
21
年
度

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
蔵
書
公
開
と
貸
出
し
予

約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
実

施
す
る
。

　

❷
学
校
エ
コ
改
修
と
環
境

教
育
事
業
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。
ま
た
、
学
校
に
お

け
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ジ
タ
ル
化
に
伴
う
有
効
活
用

の
方
途
は
。
㋒
移
行
期
限
ま

で
に
大
量
の
不
法
投
棄
が
心

配
さ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
の

実
態
と
そ
の
対
策
は
。

　

総
務
部
長　

経
済
的
弱
者

へ
の
負
担
軽
減
は
、
国
に
お

い
て
支
援
の
方
向
で
進
め
て

い
る
。
市
と
し
て
、
今
は
考

え
て
い
な
い
。
公
共
施
設
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
各
所
管

課
で
年
次
的
、
計
画
的
に
対

応
し
た
い
。
デ
ジ
タ
ル
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
防
災
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
考
え

て
い
く
。

　

経
済
環
境
部
長　

不
法
投

棄
の
実
態
は
19
年
度
は
42
台
。

パ
ト
ロ
ー
ル
、
監
視
カ
メ
ラ

等
で
対
応
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
進
め
た
い
。
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ
い
て
広

報
な
ど
で
啓
発
し
た
い
。

歩道拡幅などの要望のある　　　　　
　　　　市道長尾谷大欠線（薪小欠）

 

市
図
書
館
の
利
便
性
向
上
を

 

電
子
貸
出
し
予
約
を
実
施

中央図書館の貸出しカウンター

【
８
月
】

 

５
日 

総
務
常
任
委
員
協
議
会

 
 

議
員
研
修
会

 

11
日 

市
町
村
一
期
目
議
員
研
修
会

 

25
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会

 
 

建
設
経
済
常
任
委
員
協
議
会

 

27
日 

議
会
運
営
委
員
会

【
９
月
】

 

１
日 

幹
事
会

 
 

議
会
運
営
委
員
会

 

３
日 

第
３
回
定
例
会
〈
議
案
上
程
〉

 

９
日 

第
３
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

10
日 

第
３
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

11
日 

第
３
回
定
例
会
〈
一
般
質
問
〉

 

16
日 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

17
日 

総
務
常
任
委
員
会
・
協
議
会

 

18
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

19
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

22
日 

第
３
回
定
例
会
〈
議
案
追
加
上
程
〉

 
 

議
会
運
営
委
員
会

 

24
日 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 

25
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

29
日 

第
３
回
定
例
会
〈
議
案
採
決
〉

 
 

広
報
編
集
特
別
委
員
会

【
10
月
】

 

７
日 

千
葉
県
富
里
市
議
会
視
察
来
庁

 

９
日 

決
算
特
別
委
員
会

 

　
　
　
　
　
（
17
、
20
、
29
、
11
／
4
、5
、7
日
）

 

10
日 

広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
16
、
27
、
31
日
）  

 

21
日 

近
畿
市
議
会
議
長
会

 

市
町
村
議
会
委
員
長
研
修
会

 

23
日 

全
国
都
市
問
題
会
議
（
〜
24
日
）

 

28
日 

東
京
都
国
立
市
議
会
視
察
来
庁

 

30
日 

京
都
府
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
主
な
も
の
）

議  

会  

日  

誌

みんなで考えよう

住みよいまちづくり
１４人の議員が一般質問
　質問は９月９日、１０日、１１日の３日間で行われました。
　（質問の順序は抽選で決められ、その順に各議員から提出された
　要約原稿のとおり掲載しています。）

議
員
（
共
産
党
）

塩　

貝　

建　

夫

議
員
（
一
新
会
）

奥　

西　

伊
佐
男

 　
　
　　　
施
設
の
移
転
計
画
は

 

今
年
度
末
メ
ド
に
完
成
予
定

留
守
家
庭

児
童
会

 　　　 なくし安全守れ

 警察・公安委と協議する

センター
ラ イ ン

議
員
（
公
明
党
）

櫻　

井　

立　

志

移転予定の草内留守家庭児童会施設


